
東
日
本
大
震
災
は
死
者
１
万
５
８
５
３

人
、
行
方
不
明
３
，
２
８
５
人
（２
月
22
日

現
在
、
警
察
庁
）の
犠
牲
者
を
出
し
ま
し

た
。
震
災
避
難
者
は
34
万
２
５
０
９
人
（２

月
９
日
・
復
興
対
策
本
部
）と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
福
島
原
発
事
故
で
県
外
へ避

難
し
た
人
々
は
11
年
11
月
で
６
万
２
５
１

人
、
本
年
２
月
に
は
６
万
２
６
１
０
人
と

逆
に
２
３
５
９
人
も
増
加
（２
月
20
日
・福

島
県
災
害
対
策
本
部
）し
て
い
ま
す
。

政
府
は
道
路
や
堤
防
、
下
水
道
な
ど
の

災
害
復
旧
予
算
を
７
７
６
５
億
円
を
組

み
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
執
行
は
「
被
災

し
た
学
校
を
建
て
直
す
予
算
も
３
割
し
か

使
わ
れ
て
い
な
い
。
被
災
者
向
け
の
公
営
の

復
興
住
宅
や
、
ダ
ム
の
修
理
な
ど
16
事
業

の
執
行
率
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
」。
（２
月
23
日
・

朝
日
新
聞
）と
い
う
現
状
で
す
。

原
発
被
害
者
、
原
発
避
難
者
の
生
活

保
障
と
損
害
賠
償
問
題
に
つ
い
て
は
、
政

府
・東
電
は
不
誠
実
で
無
責
任
な
対
応

に
終
始
し
て
い
ま
す
。
原
発
事
故
の
賠
償

対
象
地
域
を
福
島
県
内
を
２
つ
に
分
断

し
、
23
市
町
村
地
域
に
住
む
子
ど
も
や

妊
婦
に
は
40
万
円
、
一
般
は
８
万
円
の

賠
償
金
と
し
、
そ
れ
以
外
の
県
内
28
市

町
村
の
住
民
は
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
警
戒
地
域
か
ら
避
難
し
た
住
民

の
損
害
賠
償
請
求
を
、
政
府
の
原
子
力

損
害
賠
償
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
が
和
解

案
を
東
電
に
斡
旋
し
ま
し
た
。
し
か
し
東

電
は
和
解
案
を
値
切
っ
た
上
に
拒
否
し
て

い
ま
す
。

震
災
か
ら
１
年
を
経
た
今
、
原
発
再
稼

働
と
損
害
賠
償
の
問
題
を
中
心
に
、
政

府
・東
電
側
の
攻
勢
は
一
層
強
ま
っ
て
い

ま
す
。
原
発
再
稼
働
の
た
め
の
電
気
料
金

値
上
げ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
破
綻
し
た
「安
全

神
話
」の
復
活
を
目
ざ
す
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト

、
原
発
立
地
自
治
体
の
原
発
再
稼
働
へ

の
同
意
に
向
け
た
利
益
誘
導
策
な
ど
、
様

々
な
工
作
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
損

害
賠
償
問
題
で
は
被
災
者
の
ア
キ
ラ
メ
と

分
断
を
狙
う
煩
雑
な
手
続
き
や
、
引
き

伸
ば
し
策
を
駆
使
し
て
い
ま
す
。
更
に
放

射
線
量
の
安
全
基
準
を
曖
昧
に
し
た
全

国
瓦
礫
焼
却
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、
実
効
性

に
乏
し
い
「除
染
」に
よ
る
半
強
制
的
な
居

住
策
の
押
し
付
け
な
ど
、
「原
子
力
ム
ラ
」

の
巻
き
返
し
が
続
き
ま
す
。

４
月
に
は
日
本
全
国
54
基
の
全
原
発

が
停
止
し
ま
す
。
「フ
ク
シ
マ
」原
発
事
故
は

日
本
の
み
な
ら
ず
、
全
人
類
が
教
訓
化
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ひ
と
た
び
原
発
事

故
が
起
き
れ
ば
誰
に
も
止
め
ら
れ
ま
せ
ん

。
原
発
事
故
は
、
山
・川
・海･

大
気
を
放

射
線
物
質
で
汚
染
し
、
そ
の
被
害
は
末

代
に
及
び
ま
す
。
も
は
や
原
発
の
再
稼
働

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
震
災
被
害
者
、
原
発
避
難
者
へ

の
生
活
再
建
は
急

務
で
す
。
憲
法
13

条
（幸
福
追
求
権

）
や
25

条
（
生
存

権
）
を
土
台
に
人

ら
し
く
生
き
る
権

利
が
保
障
さ
れ
る

べ
き
で
す
。
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■
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
と

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
は
や
１

年
が
経
ち
ま
し
た
。
し
か
し
、
震
災

被
災
者
及
び
原
発
避
難
者
の
生
活

再
建
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
ま

せ
ん
。

急げ生活再建 原発再稼働

東
日
本
大
震
災

原
発
事
故

進
ま
な
い
復
興
・
復
旧

賠
償
を
値
切
る
東
電

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

巻
き
返
す
政
府
・
東
電

ノ
ー
モ
ア
ー
・
フ
ク
シ
マ

今
こ
そ
活
か
そ
う
憲
法

３・11から

１年

やめろ

核と原発は人類と

共存できない！
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就
任
３
カ
月
の
橋
下
徹
大
阪
市
長
。
日
本
を

モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待

を
集
め
た
も
の
の
、
雲
行
き
が
怪
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
国
政
へ乗
り
出
し
、
「船
中
八
策
」を
発
表

。
大
目
標
は
「憲
法
改
正
」、
中
目
票
は
道
州
制

、
小
目
標
が
都
構
想
で
す
。
そ
の
露
払
い
と
し
て

業
務
命
令
に
従
わ
な
い
職
員
、
教
員
を
解
雇
も

可
能
と
す
る
条
例
の
制
定
を
急
ぎ
、
な
ん
と
職

員
の
思
想
調
査
を
始
め
ま
し
た
。
自
由
・人
権
を

踏
み
に
じ
る
恐
怖
政
治
の
始
ま
り
、
ご
用
心
！
。

大
阪
市
職
員
は
３
万
４
０
０
０
人
。
橋
下
市
長

は
全
職
員
を
対
象
に
「労
使
関
係
に
関
す
る
職

員
ア
ン
ケ
ー
ト
」22
項
目
の
実
施
を
通
知
し
ま
し

た
。
組
合
活
動
への
参
加
、
選
挙
の
応
援
を
誰
に

頼
ま
れ
た
の
か
（
市
民
を
含
む
）
や
投
票
状
況
、

組
合
加
入
の
有
無
、
組
合
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど

個
人
の
思
想
・信
条
に
踏
み
込
ん
だ
調
査
で
す
。

し
か
も
、
調
査
は
市
長
の
業
務
命
令
と
し
て
実

施
、
正
確
な
回
答
が
な
け
れ
ば
処
分
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

は
っ
き
り
い
っ
て
憲
法
違
反
の
こ
の
調
査
に
、
大

阪
弁
護
士
会
は
中
止
を
求
め
、
大
阪
府
労
働

委
員
会
は
「支
配
介
入
の
恐
れ
が
あ
る
」、
つ
ま
り

不
当
労
働
行
為
が
濃
厚
と
し
て
、
調
査
続
行
の

中
止
を
勧
告
し
ま
し
た
。
市
長
サ
イ
ド
は
命
令
が

出
る
ま
で
の
間
、
回
答
集
計
の
「
凍
結
」
を
決
め

ま
し
た
。
調
査
を
断
固
撤
回
さ
せ
、
デ
ー
タ
ー
消

去
へ追
い
込
ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

地
方
公
務
員
の
政
治
活
動
は
地
公
法
に
よ
っ

て
、
投
票
勧
誘
や
寄
付
募
集
な
ど
一
定
制
限
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
労
働
組
合
と
し
て
の
政
治

活
動
や
時
間
外
の
組
合
活
動
は
自
由
で
す
。
調

査
は
、
労
働
者
の
団
結
権
を
侵
す
ば
か
り
か
、
地

公
法
に
も
違
反
す
る
も
の
で
す
。

調
査
は
、
「職
員
に
違
法
・不
適
切
な
政
治
活

動
や
組
合
活
動
が
あ
っ
た
」と
の
前
提
に
立
っ
て
い

ま
す
。
橋
下
市
長
は
組
合
が
「政
治
団
体
化
」し

て
い
る
と
し
て
、
「こ
れ
く
ら
い
の
調
査
が
必
要
」と

強
弁
し
ま
し
た
。
昨
年
11
月
の
市
長
選
で
組
合

が
現
職
の
対
立
候
補
を
応
援
し
た
こ
と
が
よ
ほ
ど

腹
に
据
え
か
ね
た
の
で
し
ょ
う
。
大
阪
都
構
想
に

と
っ
て
組
合
を
障
害
物
に
見
立
て
、
報
復
措
置

に
出
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
担
当
者
は
市
特
別

顧
問
で
弁
護
士
の
野
村
修
也
中
央
大
学
法
科

大
学
院
教
授
で
す
。
野
村
氏
は
別
に
、
市
長
部

局
全
職
員
を
対
象
に
、
業
務
用
メ
ー
ル
が
私
用

に
使
わ
れ
て
い
な
い
か
調
査
し
ま
し
た
。
あ
の
手
こ

の
手
で
職
員
を
監
視
し
、
業
務
命
令
に
よ
る
上

意
下
達
体
制
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
民
間
大
企
業
で
労
働
組
合
が
似
た
よ

う
な
仕
打
ち
を
受
け
て
、
解
体
・再
編
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
国
鉄
が
分
割
・民
営
化
さ
れ
た
と
き
も

そ
う
で
し
た
。
し
か
し
、
大
阪
で
起
き
て
い
る
こ
と

は
一
企
業
体
の
出
来
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
橋

下
市
長
は
、
大
阪
か
ら
近
畿
圏
を
見
据
え
、
さ

ら
に
日
本
を
「リ
セ
ッ
ト
」し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

す
。坂

本
龍
馬
に
あ
や
か
っ
た
「
船
中
八
策
」
は｢

憲

法
改
正｣

が
柱
で
す
。
古

色
蒼
然
、
新
味
は
あ
り
ま

せ
ん
。

橋
下
ブ
ー
ム
に
乗
せ
ら
れ

た
ら
ア
ブ
ナ
イ
！

お問い合わせ先

新社会週
刊

要注意！ 大阪・橋下ファッショ市政

憲
法
違
反
の

「
思
想
調
査
」

回
答
が
無
け
れ
ば
処
分

調
査
は
不
当
労
働
行
為

調
査
は
地
公
法
に
も
違
反

労
働
組
合
を
障
害
物
視

民
間
で
も
同
じ
仕
打
ち

古
臭
い
「
船
中
八
策
」

メ
ー
ル
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
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